
（１）主体的に考え行動する力を育む教育の推進

（１）主体的に考え行動する力を育む教育の推進

（３）最適な教育環境の整備

8 安全・安心な園づくりの推進 9 地域や家庭と連携した教育環境の整備

学校は、こどもの安全を守る環境の整備を進めるとともに、安全教育（生活・交

通・防災など）に取り組んでいると思いますか。

学校は、地域や家庭の人と協力して、授業や行事などの教育活動を進

めていると思いますか。

安全安心な学校づくりの推進、地域や家庭と連携した教育

環境の整備においては、保護者、教職員の100％、児童の

97％が肯定的な回答であった。安全点検、学校環境整備、

避難訓練の充実や防犯パトロール等の活動を行い、安全・

安心な学校づくりを推進したことが理解されたと考える。

地域や家庭との連携においては、保護者・教職員共に、肯

定的回答が100%であったが、児童の「そう思う」と答えた

割合が、昨年度より22%減少している。環境学習会やもちつ

きなどの地域行事以外に、学習の中で地域や家庭との交流

をする機会が少なかったことが考えられる。今後は家庭や

地域全体で児童の教育活動を行っていきたい。

学校には、こどもが助けを必要とするときに、先生や友達から支えてもらえる温

かな雰囲気があると思いますか。

学校では、こどもがそれぞれの違いを認め、お互いを尊重し合って共

に学び合っていると思いますか。

教育的ニーズに対応した支援の充実においては、7割近くの

児童が「そう思う」と回答しており、保護者、教職員共に

約10割が肯定的な回答をしている。一方で「そう思わな

い」「分からない」と答えた児童が13%おり、きずなアン

ケートや日々の活動の中での支援が必要であろう。

一方インクルーシブ教育においては、保護者と教職員がほぼ

10割、児童の9割が肯定的な回答を行っている。特に保護者

や教職員の「そう思う」と回答した割合が昨年度を上回っ

ており、違いを認めお互いを尊重することへの理解や他者

理解や共感的態度の育成に取り組んだ成果の表れであろう。

（２）こども一人一人を尊重した教育の推進

4 5 個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実

学校は、こどもが、学習の方法やペースを自分で選んだり決めたりしながら学ぶ

授業づくりを行っていると思いますか。

学校は、こどもが、対話などを通して、他の人の考えや意見を自分の

学びに生かすような授業ができていると思いますか。

個別最適な学びについては、保護者や児童が「そう思う」

「どちらかといえばそう思う」と9割近く、教職員は８割程

度が肯定的に回答した。本校は少人数という良さをいかし

て、子ども一人一人のペースを大切にしながら、充実した

個別指導で学習を進めることができているからであろう。

協働的な学びにおいては、保護者、児童、教職員の9割以上

が肯定的な回答を行っている。今年度は週１回SSTに取り組

み、少人数での対話を取り入れた授業改善に取り組んでだ成

果であろう。今後も対話を通して児童が自分の考えや意見を

更新し、自分の学びに活かすような授業を積極的に推し進め

ていく。

（２）こども一人一人を尊重した教育の推進

6 特別支援教育をはじめとする多様な教育的ニーズに対応した支援の充実 7 インクルーシブ 教育の推進

学校は、学校生活や地域社会をよりよくするために考えたり、行動したりするこ

どもの育成に、取り組んでいると思いますか。（児童会・生徒会活動、学校のき

まり見直し、地域のよさを伝えたり課題解決したりする取組、ナイストライ（中

学校）など）

社会に主体的に貢献する力を育む教育については、保護者

と教職員の90％が、「そう思う」「どちらかといえばそう

思う」と肯定的に回答したのに対し、児童の肯定的回答は

70%を下回った。また「わからない」と答えた児童も18%ほ

どおり、自分たちの活動が学校生活や地域にどのように貢献

しているかを自覚する機会が少なかったと考えられる。3学

期には天明4校と交流を行う中で地域の良さを伝える活動や

学校のきまりを見直す活動を行う予定である。今後は社会

や地域へ貢献していることを児童自らが自覚できる機会を増

やしていく必要がある。

令和７年度　学　校　評　価

　そう思う　　　どちらかといえば、そう思う　　　どちらかといえば、そう思わない　　そう思わない　　わからない

考察

1 豊かな心と健やかな体を育む教育の推進 2 自ら学びに向かう力を育む教育の推進

学校は、豊かな心と健やかな体を育む教育の充実に努めていると思いますか。

（感動・感謝、郷土愛、いのちを大切にする心、こどもの体力向上、基本的な生

活習慣など）

学校は、こどもが自分で考え、自分から取り組む授業づくりに取り組

んでいると思いますか。

豊かな心と健やかな体を育む教育については、「そう思

う」「どちらかといえばそう思う」と保護者と教職員が

100％、児童は93%が回答した。特に保護者の「そう思う」

の割合が、昨年度の66%より更に伸びており、心と体を育む

教育が充実していると考えられる。

自ら学びに向かう力については、保護者と児童、教職員の

肯定的意見が90%を超えている。特に保護者の「そう思う」

と答えた割合が高い一方で、児童と教職員は「そう思う」

と答えた割合が低く、認識の違いがみられた。児童自らが取

り組む授業に向けて、まずは教職員が児童の主体性を意識

した授業意識改革に取り組むことが必要である。

3 社会の形成や持続的発展に主体的に貢献する力を育む教育の推進 
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○全体を見て感じたのは「日々の教育活動や学校運営が比較的安定して行われている」ということ。多くの項目で肯定的な回答が多く、大きな不安や強い不満が目立つ結果ではなかった。これは、子ども

たちの学校生活、先生方の取組、学校全体の体制が日常的にきちんと機能していることの表れだと感じる。また、教職員の評価が全体的に高いことから、校内での連携や共通理解がある程度取れていて、

組織として落ち着いた状態にあるとも感じた。

○児童生徒・保護者・教職員の間で評価に差が見られる項目もあり、学校の中で行われている良い取り組みが、保護者や地域に十分伝わりきっていない部分もあるのではないかと感じた。取組そのものよ

りも「伝え方」「見せ方」を工夫することで、学校への理解や実感はさらに高まるのではないかと思う。全体として「安心して学校生活を送れる土台が整ってきている」ことを示していると感じた。

○授業を参観して感じたことは、明るく、はきはきと雰囲気の良い授業があり、違う意見も責めたりせずに、互いの意見を認めあっていた。今後も、天明みらい学園に向けて、自分の意見を大勢の前で言

える、相手の意見をきちんと聞くことができるような児童を育ててほしい。

○子どもたちは安心して過ごしており、保護者として、学校に安心して任せることができると思っている。

○少人数のよさがありつつ、今生活している児童が、天明みらい学園でギャップを感じないといいと思う。今回の学校評価の結果から、保護者ももっと交流を望んでいると思うので、次年度は交流だけに

とどまらず、大人数での授業体験の実施など、更にギャップを埋める取り組みを行っていってほしい。

○環境学習会がなくなるのは残念。中緑小学校の良い行事を残してほしい。

本年度も、昨年度と比較できる項目のうち、保護者の「そう思う」と回答した割合が更に伸びていた。本年度の本校の取組に一定の理解を得ることができたと考えられる。来年度も学校と保護者、地域が

一体となって教育を進めることができるように、学校目標を周知徹底しながら、心身ともに逞しい児童の育成をめざして、全職員で取り組んでいくようにしたい。天明みらい学園開校へ向けて、小中学校

合同研修会が充実した会となるように積極的な働きかけを行い、児童、保護者、教職員の積極的な交流を積極的に進めるようにしていく。また、児童の意見箱の活用や全員参加の中緑総会での意思決定、

委員会活動等の児童会活動の積極的運営を図り、天明みらい学園の中でも、自分たちの意見を反映させながら主体的に活動できる児童の育成に取り組んでいきたい。

また、児童と教職員・保護者との間に認識の違いがある項目もいくつか見られ、特に地域や家庭との連携は昨年度と比較しても相違がみられた。今後は地域行事以外に、学習の中でも地域を知る学習や交

流する機会を積極的に増やし、地域素材を活かしながら家庭や地域全体で児童の教育活動を行っていくことで、地域を身近に感じることのできる児童の育成を図っていきたい。

小　中　学　校　関　係　者　評　価

小中一貫教育の推進

学校は、天明中学校、銭塘小学校、奥古閑小学校、川口小学校との交流を積極的

に進めていると思いますか。

小中一貫教育の推進においては、保護者・児童・教職員共

に100%が肯定的な回答を行っている。本年度より対面での

児童の交流会やオンラインを活用した成果物交流会などに

取り組んでいる。今後は交流会数を増やしたり、中学校の兼

務授業を取り入れる等、天明みらい学園の開校へ向けて、

今後も積極的な交流を図っていく必要がある。

来　年　度　の　具　体　的　な　取　組　に　つ　い　て

（４）こどものいのちと権利の擁護

10 こどもの最善の利益を守る環境づくり

学校は、こどもの意見を反映させ、こどもの権利を守るとともに、こどもや保護

者が相談しやすい学校づくりに取り組んでいると思いますか。

子どもの最善の利益を守る環境づくりについては、保護

者、教職員の90％以上が肯定的な回答であったのに対し、

児童は「そう思う」と回答した割合が最も低く、昨年度よ

り24%減少した。肯定的意見も78%で、児童と教職員との間

に認識の違いが見られた。児童が相談しやすい体制を整える

ためには、親しみやすい関係づくりや信頼関係の構築、保

護者や専門家との連携等を積極的に推し進めていかなけれ

ばならない。また中緑総会の実施など、児童の意見を学校

づくりに反映させる活動を充実させていく必要がある。

独自項目

学校教育目標の周知 学校教育目標の推進

学校は「自分も友だちもまわりも大切に」の経営方針を、児童・保護者・地域に

分かりやすく示していると思いますか。

学校では、こどもが自分とまわりの人たちを大切にして生活している

と思いますか。

学校の教育目標の周知については、保護者、教職員の

100％、児童の84%が肯定的な回答であった。学校教育目標

の推進についても、自分も友だちも周りも大切にしていると

の肯定的回答が9割以上であった。しかし「そう思う」と答

えた児童の割合が、昨年度の74%、66%より減少しており、

共感力や具体的な行動を褒めるなどの取組を今後も行ってい

く必要がある。保護者会や集会活動、日常生活の中で「自

分も友だちもまわりも大切に」しているかを振り返る機会を

設定し、継続した取組を進めていきたい。
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